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～認知症の人と家族の一体的支援プログラム学びのプラットホーム～ 

https://www.facebook.com/groups/1582572215459489/ 

皆様、こんにちは お疲れ様です。  

本日、３回目のパーキング センターいいづかの活動でした。 

私たちの地区はミーティングセンターの名称を参加者のお孫さんにネーミングして

いただいた、『パーキング センターいいづか』として活躍をしています。 

本日は、参加者の皆様(４名、２組のご夫婦)、が４名、専門職が７名、計１１名 

でした。 

私が所属しています、飯塚記念病院福岡県認知症医療センターの事業の１つ、今

年度より全国で始まった、診断後等支援事業の１つ、当事者等の交流会の開催の 

一環として、月１回、土曜日か日曜日の午後に、サービス付き高齢者住宅、アップル

ハートリビングいいづかを拠点にして活動を展開しています。 

今日は、自己紹介をした後、当院の西園久慧先生による『病気の予防』についてと

いう演題で、高血圧、骨粗鬆症の予防について、資料を用いながら説明して頂き、講

演の最後には参加者全員で運動を実施しました。 

その後、次回の活動についてミーティングし、後半は、本人とご家族に別れての 

ミーティングを実施しました。 

ミーティングでは、ららぽーと福岡への外出を提案したが、『ららぽーとに行って、そ

の後どうする？時期をずらしましょう。』といった意見があり、一旦棚上げとなりまし

た。 

ご本人のミーティングでは、『私のそばに家族がいてくれて安心する』、ご家族の 

ミーティングでは、『（認知症当事者が）自分の顔、名前を忘れていったらどうなるんだ

ろう』といったことが話題となりました。 

活動後の専門職によるミーティングでも、先月同様、皆が集う場、語らう場の大切を

今日初めて参加して頂いたスタッフから話題にして頂き、この事業の継続の重要性を

感じました。又、ミーティングでは、ご本人、ご家族が継続して参加して頂いている感

謝の気持ちを述べる一方で、逆にご家族の方々より、専門職が参加している事への

感謝の気持ちを話題にして頂き、その場が少しほっこりとした雰囲気となりました。 

 認知症当事者、ご家族、専門職が回を重ねるごとに距離が縮まっている印象を感じ

た。まだまだ、グループは大きく成長、飛躍できると感じたひとときでした。 
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